
区
域

番
号

：
1
7
 

 ゾ
ー

ン
名
 

灘
・
東
灘
ゾ
ー

ン
 

エ
リ

ア
特

性
 

環
境
創
造
・
活
性
化
エ
リ

ア
 

海
岸

名
 

神
戸
港

 
区

域
 

御
影
・
新
在
家

 

海
岸

タ
イ

プ
 

直
立
護
岸

 
所

管
 

国
土

交
通
省
（
港
湾
局
）

 

設
計

高
潮

位
(
H
.
H
.
W
.
L
) 

T.
P.

+
2.

8m
 

波
 

 
高

 
（

H
o

）
 

3.
6m

 

設
計

津
波

水
位
 

T.
P.

+
1.

4m
～

T.
P.

+
3.

1m
 

現
況

の
施

設
  

堤
防
、

護
岸
、
胸
壁
 

海
岸

の
整

備
方

針
 ・

防
護
機

能
の
確
保
 

海 岸 の 目 標
 

海
岸

の
防

護
 ・

防
護
機

能
の
維
持
に
努
め
、

胸
壁
等

の
改

良
・
補
修
等
を
行
う
。
 

・
高

潮
・

津
波
等
に
対
す
る
防

護
機
能

を
確

保
す
る
。
 

・
内

水
排

除
対
策
と
整
合
の
と

れ
た
防

護
機

能
を
確
保
す
る
。
 

環
境

の
整

備
と

保
全
 ・

海
岸
愛

護
の
啓
発
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動

の
支
援
に
努
め
る
。
 

公
衆

の
適

正
な

利
用
 ・

水
際

線
は

産
業

活
動

な
ど

に
利
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

土
地

利
用

の
変

化
等

に
よ

り
多

く
の
人
の
海
岸
利
用
が
可
能

と
な
れ

ば
、
多
く
の
人
が
水
辺
に

親
し
め

る
よ
う
な
整
備
を
図
る
。
 

整
備

の
必

要
性
 ・

高
潮
や

津
波
等
に
対
す
る
防

護
機
能

を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
施

設
の

老
朽

化
に

伴
い

、
予

防
保

全
の

観
点

か
ら

、
適

切
な

改
良

等
を

行
う

。
ま

た
、

南
海

ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
津
波
等

に
対
す

る
整
備
を
行
う
。
 

整
備

計
画

の
概

要
 ・

老
朽
化

し
て
い
る
海
岸
保
全

施
設
の

改
良

・
補
修
等
に
よ
り
防
護
機
能

を
確

保
す
る
。
 

・
南

海
ト

ラ
フ
地
震
に
よ
る
津

波
対
策

等
を

実
施
し
、
防
護
機
能
を
確
保

す
る

。
 

 
（
1）

整
備
海
岸
延

長
：
 

6,
09
0
ｍ
 

（
2）

整
備
内
容
 

 
：
 
堤
防
、
護
岸
、
胸

壁
 

住
民

意
見
 ・

内
陸
防

波
堤
の
一
部
に
お
け

る
旧
天

端
高

の
復
元
 

・
海

岸
線

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

「
な
ぎ

さ
海

道
」
の
よ
う
な
施
設
整
備
 

期
待

さ
れ

る
効

果
 ・

天
端
高

不
足
の
解
消
に
よ
り

、
背
後

地
の

安
全
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る

。
 

海
岸

管
理

に
お

け
る
 

配
慮

事
項
 ・

安
全
で

快
適
な
ア
ク
セ
ス
づ

く
り
や

バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
検
討
す
る
。
 

・
海

岸
利

用
の
マ
ナ
ー
の
向
上

、
ル
ー

ル
づ

く
り
、
美
化
運
動
な
ど
を
推

進
す

る
。
 

・
海

岸
保

全
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理

を
図

る
。
 

・
関

係
機

関
と

協
議

し
、

海
岸

保
全

施
設

の
操

作
体

制
や

防
災

情
報

伝
達

体
制

、
避

難
体

制
の

強
化
を
図
る
。
 

・
津

波
対

策
を
地
元
と
協
力
し

、
検
討

す
る

。
 

  

  【
現
況
写
真

】
 

 【
平
面
図
】

 
   

- 20 - 

海
岸

保
全
施
設
の

新
設
に

関
す
る

工
事
を

 
施
工

し
よ
う
と
す

る
区
域

 

既
設

の
海
岸
保
全

施
設
の

存
す
る

区
域
 

既
設

の
海
岸
保
全

施
設
の

改
良
に

関
す
る
 

工
事

を
施
工
し
よ

う
と
す

る
区
域

 

＜
凡
 
例

＞
 

位
 
置
 
図

 

・
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図

20
0
00
0
（
地
図
画
像
）
及
び
数
値
地
図

2
50
00
（
地
図
画
像
）
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
承
認
番
号
 
平

2
7
情
複
、
第

11
19

号
）

・
こ
の
地
図
を
さ
ら
に
複
製
す
る
場
合
は
、
国
土
地
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 











区
域

番
号

：
2
2
 

 ゾ
ー

ン
名
 

灘
・
東
灘
ゾ
ー

ン
 

エ
リ

ア
特

性
 

環
境
創
造
・
活
性
化
エ
リ

ア
 

海
岸

名
 

神
戸
港

 
区

域
 

本
庄
西

 

海
岸

タ
イ

プ
 

直
立
護
岸

 
所

管
 

国
土

交
通
省
（
港
湾
局
）

 

設
計

高
潮

位
(
H
.
H
.
W
.
L
) 

T.
P.

+
2.

8m
 

波
 

 
高

 
（

H
o

）
 

3.
6m

 

設
計

津
波

水
位
 

T.
P.

+
1.

4m
～

T.
P.

+
3.

1m
 

現
況

の
施

設
  

堤
防
、

胸
壁
 

海
岸

の
整

備
方

針
 ・

防
護
機

能
の
確
保
 

海 岸 の 目 標
 

海
岸

の
防

護
 ・

防
護
機

能
の
維
持
に
努
め
、

胸
壁
等

の
改

良
・
補
修
等
を
行
う
。
 

・
高

潮
・

津
波
等
に
対
す
る
防

護
機
能

を
確

保
す
る
。
 

・
内

水
排

除
対
策
と
整
合
の
と

れ
た
防

護
機

能
を
確
保
す
る
。
 

環
境

の
整

備
と

保
全
 ・

海
岸
愛

護
の
啓
発
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動

の
支
援
に
努
め
る
。
 

公
衆

の
適

正
な

利
用
 ・

水
際

線
は

産
業

活
動

な
ど

に
利
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

土
地

利
用

の
変

化
等

に
よ

り
多

く
の
人
の
海
岸
利
用
が
可
能

と
な
れ

ば
、
多
く
の
人
が
水
辺
に

親
し
め

る
よ
う
な
整
備
を
図
る
。
 

整
備

の
必

要
性
 ・

高
潮
や

津
波
等
に
対
す
る
防

護
機
能

を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
施

設
の

老
朽

化
に

伴
い

、
予

防
保

全
の

観
点

か
ら

、
適

切
な

改
良

等
を

行
う

。
ま

た
、

南
海

ト
ラ

フ
地
震
に
よ

る
津
波
等
に
対
す
る
整
備
を
行
う

。
 

整
備

計
画

の
概

要
 ・

老
朽
化

し
て
い
る
海
岸
保
全

施
設
の

改
良

・
補
修
等
に
よ
り
防
護
機
能

を
確

保
す
る
。
 

・
南

海
ト

ラ
フ
地
震
に
よ
る
津

波
対
策

等
を

実
施
し
、
防
護
機
能
を
確
保

す
る

。
 

 
（
1）

整
備
海
岸
延

長
：
 

2,
49
0
ｍ
 

（
2）

整
備
内
容
 

 
：
 
堤
防
、
胸
壁
 

住
民

意
見
 ・

内
陸
防

波
堤
の
一
部
に
お
け

る
旧
天

端
高

の
復
元
 

・
海

岸
線

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

「
な
ぎ

さ
海

道
」
の
よ
う
な
施
設
整
備
 

期
待

さ
れ

る
効

果
 ・

天
端
高

不
足
の
解
消
に
よ
り

、
背
後

地
の

安
全
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る

。
 

海
岸

管
理

に
お

け
る
 

配
慮

事
項
 ・

安
全
で

快
適
な
ア
ク
セ
ス
づ

く
り
や

バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
検
討
す
る
。
 

・
海

岸
利

用
の
マ
ナ
ー
の
向
上

、
ル
ー

ル
づ

く
り
、
美
化
運
動
な
ど
を
推

進
す

る
。
 

・
海

岸
保

全
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理

を
図

る
。
 

・
関

係
機

関
と

協
議

し
、

海
岸

保
全

施
設

の
操

作
体

制
や

防
災

情
報

伝
達

体
制

、
避

難
体

制
の

強
化
を
図
る
。
 

・
津

波
対

策
を
地
元
と
協
力
し

、
検
討

す
る

。
 

  

  【
現
況
写
真

】
 

 【
平
面
図
】
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海
岸
保
全

施
設
の
新
設

に
関
す
る

工
事
を

 
施
工
し
よ

う
と
す
る
区

域
 

既
設
の
海

岸
保
全
施
設

の
存
す
る

区
域

 

既
設
の
海

岸
保
全
施
設

の
改
良
に

関
す
る

 
工
事
を
施

工
し
よ
う
と

す
る
区
域

 

＜
凡
 
例

＞
 

位
 
置
 
図

 

・
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図

2
00
00
0（

地
図
画
像
）
及
び
数
値
地
図

25
00
0（

地
図
画
像
）
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
承
認
番
号
 
平

2
7
情
複
、
第

11
19

号
）

・
こ
の
地
図
を
さ
ら
に
複
製
す
る
場
合
は
、
国
土
地
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 







区
域

番
号

：
2
5
 

 ゾ
ー

ン
名
 長

田
･
兵
庫
、

中
央
、
灘
･東

灘
 エ

リ
ア

特
性
 

環
境
創
造
・
活
性
化
エ
リ

ア
 

海
岸

名
 

神
戸
港

 
区

域
 

神
戸
市

 

海
岸

タ
イ

プ
 

－
 

所
管
 

国
土

交
通
省
（
港
湾
局
）

 

設
計

高
潮

位
(
H
.
H
.
W
.
L
) 

T.
P.

+
2.

8m
 

波
 

 
高

 
（

H
o

）
 

4.
6m

 

代
表

堤
防

高
 

―
 

現
況

の
堤

防
高
 

―
 

設
計

津
波

水
位
 

T.
P.

+
1.

4m
～

T.
P.

+
3.

1m
 

現
況

の
施

設
  

排
水
機

場
、
水
門
 

海
岸

の
整

備
方

針
 ・

防
護
機

能
の
確
保
 

海 岸 の 目 標
 

海
岸

の
防

護
 ・

防
護
機

能
の
維
持
に
努
め
、

必
要
に

応
じ

て
改
良
・
補
修
等
を
行
う
。
 

環
境

の
整

備
と

保
全
 

―
 

公
衆

の
適

正
な

利
用
 

―
 

整
備

の
必

要
性
 ・

排
水
機

場
の
老
朽
化
が
見
ら

れ
る
た

め
、

高
潮
防
護
機
能
を
確
保
す
る

。
 

整
備

計
画

の
概

要
 ・

老
朽
化

し
て
い
る
排
水
機
場

の
改
良

等
に

よ
り
防
護
機
能
を
確
保
す
る

。
 

 （
1）

整
備
海
岸
延

長
：
 
8
箇
所
 

 （
2）

整
備
内
容
 

 
：
 
排
水
機
場
、
水
門
 

住
民

意
見
 

―
 

期
待

さ
れ

る
効

果
 ・

老
朽
化

し
て
い
る
排
水
機
場

の
改
良

に
よ

り
、
背
後
地
の
安
全
性
の
向

上
が

図
ら
れ
る
。

 

海
岸

管
理

に
お

け
る
 

配
慮

事
項
 ・

海
岸
保

全
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理

を
図

る
。
 

 

  【
現
況
写
真

】
 

 【
平
面
図
】
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位
 

置
 
図

 

・
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図

2
00
00
0（

地
図
画
像
）
及
び
数
値
地
図

25
0
00
（
地
図
画
像
）
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
承
認
番
号
 
平

27
情
複
、
第

11
19

号
）

・
こ
の
地
図
を
さ
ら
に
複
製
す
る
場
合
は
、
国
土
地
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 



区
域

番
号

：
2
6
 

 ゾ
ー

ン
名
 長

田
･
兵
庫
、

中
央
、
灘
･東

灘
 エ

リ
ア

特
性
 

環
境
創
造
・
活
性
化
エ
リ

ア
 

海
岸

名
 

神
戸
港

 
区

域
 

神
戸
市

 

海
岸

タ
イ

プ
 

－
 

所
管
 

国
土

交
通
省
（
港
湾
局
）

 

設
計

高
潮

位
(
H
.
H
.
W
.
L
) 

T.
P.

+
2.

8m
 

波
 

 
高

 
（

H
o

）
 

4.
6m

 

代
表

堤
防

高
 

―
 

現
況

の
堤

防
高
 

―
 

設
計

津
波

水
位
 

T.
P.

+
1.

4m
～

T.
P.

+
3.

1m
 

現
況

の
施

設
  

防
潮
鉄

扉
、
水
門
 

海
岸

の
整

備
方

針
 ・

防
護
機

能
の
確
保
 

海 岸 の 目 標
 

海
岸

の
防

護
 ・

防
護
機

能
を
確
実
に
機
能
さ

せ
る
た

め
、

遠
隔
操
作
化
等
を
行
う
。
 

環
境

の
整

備
と

保
全
 

―
 

公
衆

の
適

正
な

利
用
 

―
 

整
備

の
必

要
性
 ・

津
波
発

生
時
に
お
い
て
防
潮

鉄
扉
及

び
水

門
を
迅
速
か
つ
確
実
に
閉
鎖

す
る

必
要
が
あ
る
。
 

整
備

計
画

の
概

要
 ・

遠
隔
操

作
化
等
に
よ
り
津
波

発
生
時

の
防

護
機
能
を
確
保
す
る
。
 

 （
1）

整
備
海
岸
延

長
：
 

53
箇
所
 

 （
2）

整
備
内
容
 

 
：
 
防
潮
鉄
扉
、
水
門
 

住
民

意
見
 

―
 

期
待

さ
れ

る
効

果
 ・

津
波

発
生

時
に

防
潮

鉄
扉

及
び
水

門
を

迅
速

か
つ

確
実

に
閉

鎖
で

き
る

こ
と

に
よ

り
、

防
潮

機
能
を
確
保
で
き
る
。

 

海
岸

管
理

に
お

け
る
 

配
慮

事
項
 ・

海
岸
保

全
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理

を
図

る
。
 

 

  【
現
況
写
真

】
 

 【
平
面
図
】
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位
 

置
 
図

 

・
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図

2
00
00
0（

地
図
画
像
）
及
び
数
値
地
図

25
0
00
（
地
図
画
像
）
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
承
認
番
号
 
平

27
情
複
、
第

11
19

号
）

・
こ
の
地
図
を
さ
ら
に
複
製
す
る
場
合
は
、
国
土
地
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 



区
域

番
号

：
2
7
 

 ゾ
ー

ン
名
 

芦
屋
ゾ
ー
ン

 
エ

リ
ア

特
性
 

環
境
創
造
・
楽
し
み
エ
リ

ア
 

海
岸

名
 

尼
崎
西
宮
芦
屋

港
 

区
域
 

南
芦

屋
浜

 

海
岸

タ
イ

プ
 

直
立
護
岸

 
所

管
 

国
土

交
通
省
（
港
湾
局
）

 

設
計

高
潮

位
(
H
.
H
.
W
.
L
) 

T.
P.

+
3.

6m
 

波
 

 
高

 
（

H
o

）
 

4.
8m

 

設
計

津
波

水
位
 

T.
P.

+
1.

4m
～

T.
P.

+
3.

1m
 

現
況

の
施

設
  

護
岸
 

海
岸

の
整

備
方

針
 ・

防
護
機

能
の
確
保
・
親
水
性

の
向
上

と
海

岸
利
用
の
促
進
 

海 岸 の 目 標
 

海
岸

の
防

護
 ・

防
護
機

能
の
維
持
に
努
め
、

護
岸
の

改
良

・
補
強
等
を
行
う
。
 

環
境

の
整

備
と

保
全
 ・

海
岸
景

観
の
保
全
・
創
造
に

努
め
る

。
 

・
環

境
の

維
持
活
動
に
つ
い
て

、
地
域

の
協

力
や
住
民
の
参
加
を
促
進
す

る
。
 

公
衆

の
適

正
な

利
用
 ・

海
洋
性

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
利
用

空
間

と
地
域
環
境
の
調
整
を
図
る

。
 

・
よ

り
多

く
の
人
が
安
全
に
利

用
で
き

る
海

岸
づ
く
り
を
進
め
る
。
 

整
備

の
必

要
性
 ・

海
岸
保

全
施
設
が
老
朽
化
し

て
い
る

た
め

、
高
潮
防
護
機
能
を
確
保
す

る
。
 

・
高

潮
に

対
す
る
防
護
機
能
を

確
保
す

る
た

め
、
海
岸
保
全
施
設
の
嵩
上

げ
等

を
行
う
。
 

整
備

計
画

の
概

要
 ・

護
岸
の

改
良
・
補
強
等
を
行

う
。
 

 （
1）

整
備
海
岸
延

長
：
 

7,
40
0
ｍ
 

 （
2）

整
備
内
容
 

 
：
 
護
岸
 

住
民

意
見
 

―
 

期
待

さ
れ

る
効

果
 ・

老
朽
箇

所
の
解
消
に
よ
り
背

後
地
の

安
全

性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

 
・
高

潮
対

策
に
よ
り
背
後
地
の

安
全
性

の
向

上
が
図
ら
れ
る
。

 

海
岸

管
理

に
お

け
る
 

配
慮

事
項
 ・

住
民
参

加
に
よ
る
海
岸
美
化

活
動
の

推
進
 

・
ア

ク
セ

ス
性
の
向
上
と
バ
リ

ア
フ
リ

ー
化

の
推
進
 

・
海

岸
利

用
者
へ
の
マ
ナ
ー
向

上
の
た

め
の

啓
発
活
動
 

・
海

岸
利

用
の
ル
ー
ル
づ
く
り

（
と
く

に
海

岸
利
用
と
地
域
環
境
と
の
調

整
）
 

・
海

岸
保

全
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理

を
図

る
。
 

  

  【
現
況
写
真

】
 

 【
平
面
図
】

 
   

海
岸

保
全
施
設
の

新
設
に

関
す
る

工
事
を
 

施
工

し
よ
う
と
す

る
区
域

 

既
設

の
海
岸
保
全

施
設
の

存
す
る

区
域
 

既
設

の
海
岸
保
全

施
設
の

改
良
に

関
す
る
 

工
事

を
施
工
し
よ

う
と
す

る
区
域

 

＜
凡
 
例

＞
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位
 

置
 
図

 

・
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図

20
0
00
0
（
地
図
画
像
）
及
び
数
値
地
図

2
50
00
（
地
図
画
像
）
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
承
認
番
号
 
平

27
情
複
、
第

11
1
9
号
）

・
こ
の
地
図
を
さ
ら
に
複
製
す
る
場
合
は
、
国
土
地
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 



区
域

番
号

：
2
8
 

 ゾ
ー

ン
名
 

芦
屋
ゾ
ー
ン

 
エ

リ
ア

特
性
 

環
境
創
造
・
楽
し
み
エ
リ

ア
 

海
岸

名
 

尼
崎
西
宮
芦
屋

港
 

区
域
 

芦
屋
浜

 

海
岸

タ
イ

プ
 

直
立
護
岸

 
所

管
 

国
土

交
通
省
（
港
湾
局
）

 

設
計

高
潮

位
(
H
.
H
.
W
.
L
) 

T.
P.

+
3.

6m
 

波
 

 
高

 
（

H
o

）
 

4.
8m

 

設
計

津
波

水
位
 

T.
P.

+
1.

4m
～

T.
P.

+
3.

1m
 

現
況

の
施

設
  

護
岸
 

海
岸

の
整

備
方

針
 ・

防
護
機

能
の
確
保
・
親
水
性

の
向
上

と
海

岸
利
用
の
促
進
 

海 岸 の 目 標
 

海
岸

の
防

護
 ・

防
護
機

能
の
維
持
に
努
め
、

護
岸
の

改
良

・
補
強
等
を
行
う
。
 

環
境

の
整

備
と

保
全
 ・

海
岸
景

観
の
保
全
・
創
造
に

努
め
る

。
 

・
環

境
の

維
持
活
動
に
つ
い
て

、
地
域

の
協

力
や
住
民
の
参
加
を
促
進
す

る
。
 

公
衆

の
適

正
な

利
用
 ・

海
洋
性

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
利
用

空
間

と
地
域
環
境
の
調
整
を
図
る

。
 

・
よ

り
多

く
の
人
が
安
全
に
利

用
で
き

る
海

岸
づ
く
り
を
進
め
る
。
 

整
備

の
必

要
性
 ・

海
岸
保

全
施
設
が
老
朽
化
し

て
い
る

た
め

、
高
潮
防
護
機
能
を
確
保
す

る
。
 

・
高

潮
に

対
す
る
防
護
機
能
を

確
保
す

る
た

め
、
海
岸
保
全
施
設
の
嵩
上

げ
等

を
行
う
。
 

整
備

計
画

の
概

要
 ・

護
岸
の

改
良
・
補
強
等
を
行

う
。
 

 （
1）

整
備
海
岸
延

長
：
 

3,
02
0
ｍ
 

 （
2）

整
備
内
容
 

 
：
 
護
岸
 

住
民

意
見
 ・

地
先
住

民
か
ら
、
親
水
護
岸

整
備
の

要
望

が
出
て
い
る
。
 

期
待

さ
れ

る
効

果
 ・

老
朽
箇

所
の
解
消
に
よ
り
背

後
地
の

安
全

性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

 
・
高

潮
対

策
に
よ
り
背
後
地
の

安
全
性

の
向

上
が
図
ら
れ
る
。

 

海
岸

管
理

に
お

け
る
 

配
慮

事
項
 ・

住
民
参

加
に
よ
る
海
岸
美
化

活
動
の

推
進
 

・
ア

ク
セ

ス
性
の
向
上
と
バ
リ

ア
フ
リ

ー
化

の
推
進
 

・
海

岸
利

用
者
へ
の
マ
ナ
ー
向

上
の
た

め
の

啓
発
活
動
 

・
海

岸
利

用
の
ル
ー
ル
づ
く
り

（
と
く

に
海

岸
利
用
と
地
域
環
境
と
の
調

整
）
 

・
海

岸
保

全
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理

を
図

る
。
 

  

  【
現
況
写
真

】
 

 【
平
面
図
】

 
   

海
岸
保
全

施
設
の
新
設

に
関
す
る

工
事
を

 
施
工
し
よ

う
と
す
る
区

域
 

既
設
の
海

岸
保
全
施
設

の
存
す
る

区
域

 

既
設
の
海

岸
保
全
施
設

の
改
良
に

関
す
る

 
工
事
を
施

工
し
よ
う
と

す
る
区
域

 

＜
凡
 
例

＞
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位
 

置
 
図

 

・
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図

2
00
00
0（

地
図
画
像
）
及
び
数
値
地
図

25
00
0（

地
図
画
像
）
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
承
認
番
号
 
平

2
7
情
複
、
第

11
19

号
）

・
こ
の
地
図
を
さ
ら
に
複
製
す
る
場
合
は
、
国
土
地
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 



区
域

番
号

：
2
9
 

 ゾ
ー

ン
名
 

西
宮

沿
岸
部
ゾ
ー
ン

 
エ

リ
ア

特
性
 

環
境
創
造
・
楽
し
み
エ
リ

ア
 

海
岸

名
 

尼
崎
西
宮
芦
屋

港
 

区
域
 

鳴
尾
川

 

海
岸

タ
イ

プ
 

直
立
護
岸

 
所

管
 

国
土

交
通
省
（
港
湾
局
）

 

設
計

高
潮

位
(
H
.
H
.
W
.
L
) 

T.
P.

+
3.

6m
 

波
 

 
高

 
（

H
o

）
 

4.
8m

 

設
計

津
波

水
位
 

T.
P.

+
1.

4m
～

T.
P.

+
3.

1m
 

現
況

の
施

設
  

堤
防
、

護
岸
、
胸
壁
、
陸
閘

 

海
岸

の
整

備
方

針
 ・

防
護
機

能
の
確
保
・
親
水
性

の
向
上

と
海

岸
利
用
の
促
進
 

海 岸 の 目 標
 

海
岸

の
防

護
 ・

防
護
機

能
の
維
持
に
努
め
、

堤
防
、

胸
壁

の
改
良
・
補
強
等
を
行
う
。
 

環
境

の
整

備
と

保
全
 ・

貴
重
な

自
然
環
境
の
保
全
に

努
め
る

。
 

・
海

岸
景

観
の
保
全
・
創
造
に

努
め
る

。
 

・
環

境
の

維
持
活
動
に
つ
い
て

、
地
域

の
協

力
や
住
民
の
参
加
を
促
進
す

る
。
 

公
衆

の
適

正
な

利
用
 ・

住
宅

地
の

再
開

発
と

連
携

し
、

よ
り

多
く

の
人

が
安

全
に

利
用

で
き

る
海

岸
づ

く
り

を
進

め
る
。
 

整
備

の
必

要
性
 ・

海
岸

保
全

施
設

の
老

朽
化

に
加
え

、
海

岸
へ

の
ア

ク
セ

ス
不

良
が

海
岸

利
用

の
障

害
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

整
備

を
促

進
し

、
高

潮
防

護
機

能
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
親

水
性

を
向

上
さ

せ
る

。
ま
た
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
対
す
る
耐
震
性

能
を
強
化
す
る
。
 

・
南

海
ト

ラ
フ
地
震
に
対
す
る

耐
津
波

対
策

を
行
う
。
 

・
老

朽
化

し
て
い
る
海
岸
保
全

施
設
の

改
修

を
行
う
。
 

・
高

潮
に

対
す
る
防
護
機
能
を

確
保
す

る
た

め
、
海
岸
保
全
施
設
の
嵩
上

げ
等

を
行
う
。
 

整
備

計
画

の
概

要
 ・

堤
防

、
胸

壁
の

改
良

・
補

強
等
や

耐
震

性
能

の
強

化
を

行
う

。
ま

た
、

海
岸

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
向

上
さ
せ
、
親

水
性
豊
か
な
多
様
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
対
応
し
た
整
備
を
行
う

。
 

 （
1）

整
備
海
岸
延

長
：
 

2,
53
0
ｍ
 

 （
2）

整
備
内
容
 

 
：
 
堤
防
、
胸
壁
 

住
民

意
見
 ・

植
栽
に

よ
る
景
観
創
造
 

・
海

岸
利

用
と
地
域
環
境
の
調

整
 

期
待

さ
れ

る
効

果
 ・

老
朽
箇

所
の
解
消
及
び
耐
震

性
能
の

強
化

に
よ
り
背
後
地
の
安
全
性
の

向
上

が
図
ら
れ
る
。

 
・

海
岸

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
の

向
上

に
よ

り
、

親
水

性
の

高
い

魅
力

あ
る

海
岸

の
創

出
が

図
ら

れ
る
。

 
・
高

潮
対

策
に
よ
り
背
後
地
の

安
全
性

の
向

上
が
図
ら
れ
る
。

 

海
岸

管
理

に
お

け
る
 

配
慮

事
項
 ・

住
民
参

加
に
よ
る
海
岸
美
化

活
動
の

推
進
 

・
ア

ク
セ

ス
性
の
向
上
と
バ
リ

ア
フ
リ

ー
化

の
推
進
 

・
海

岸
利

用
者
へ
の
マ
ナ
ー
向

上
の
た

め
の

啓
発
活
動
 

・
海

岸
利

用
の
ル
ー
ル
づ
く
り

（
特
に

海
岸

利
用
と
地
域
環
境
と
の
調
整

）
 

・
海

岸
保

全
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理

を
図

る
。
 

  

  【
現
況
写
真

】
 

    【
平
面
図
】
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海
岸
保
全

施
設
の
新
設
に

関
す
る

工
事
を

 
施
工
し
よ

う
と
す
る
区
域

 

既
設
の
海

岸
保
全
施
設
の

存
す
る

区
域

 

既
設
の
海

岸
保
全
施
設
の

改
良
に

関
す
る

 
工
事
を
施

工
し
よ
う
と
す

る
区
域

 

＜
凡
 
例
＞

 

位
 
置
 

図
 

・
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図

20
0
00
0
（
地
図
画
像
）
及
び
数
値
地
図

2
50
00
（
地
図
画
像
）
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
承
認
番
号
 
平

2
7
情
複
、
第

11
19

号
）

・
こ
の
地
図
を
さ
ら
に
複
製
す
る
場
合
は
、
国
土
地
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 



区
域

番
号

：
3
0
 

ゾ
ー

ン
名
 

西
宮

埋
立
部
ゾ
ー
ン

 
エ

リ
ア

特
性
 

環
境
創
造
・
活
性
化
エ
リ

ア
 

海
岸

名
 

尼
崎
西
宮
芦
屋

港
 

区
域
 

西
宮
浜

 

海
岸

タ
イ

プ
 

直
立
護
岸

 
所

管
 

国
土

交
通
省
（
港
湾
局
）

 

設
計

高
潮

位
(
H
.
H
.
W
.
L
) 

T.
P.

+
3.

6m
 

波
 

 
高

 
（

H
o

）
 

4.
8m

 

設
計

津
波

水
位
 

T.
P.

+
1.

4m
～

T.
P.

+
3.

1m
 

現
況

の
施

設
  

護
岸
、

陸
閘
 

海
岸

の
整

備
方

針
 ・

管
理
・

利
用
時
の
安
全
性
の

向
上
、

防
護

機
能
の
確
保
 

海 岸 の 目 標
 

海
岸

の
防

護
 ・

防
護
機

能
の
維
持
に
努
め
、

護
岸
の

改
良

・
補
強
等
を
行
う
。
 

環
境

の
整

備
と

保
全
 ・

海
岸
景

観
の
保
全
・
創
造
に

努
め
る

。
 

・
環

境
の

維
持
活
動
に
つ
い
て

、
地
域

の
協

力
や
住
民
の
参
加
を
促
進
す

る
。
 

公
衆

の
適

正
な

利
用
 ・

よ
り
多

く
の
人
が
安
全
に
利

用
で
き

る
海

岸
づ
く
り
を
進
め
る
。
 

整
備

の
必

要
性
 ・

海
岸

保
全

施
設

の
老

朽
化

に
加
え

、
震

災
に

よ
る

沈
下

で
傾

斜
し

て
お

り
、

管
理

面
や

利
用

面
で

不
都
合
が
生

じ
て
い
る
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
対
す
る
耐
津
波
性
能
を
強

化
す
る

。
 

・
高

潮
に

対
す
る
防
護
機
能
を

確
保
す

る
た

め
、
海
岸
保
全
施
設
の
嵩
上

げ
等

を
行
う
。
 

整
備

計
画

の
概

要
 ・

護
岸
の

改
良
・
補
強
等
や
耐

津
波
性

能
の

強
化
を
行
う
。
 

 （
1）

整
備
海
岸
延

長
：
 

3,
22
0
ｍ
 

 （
2）

整
備
内
容
 

 
：
 
護
岸
 

住
民

意
見
 

―
 

期
待

さ
れ

る
効

果
 ・

施
設

管
理

す
る

際
や

利
用

す
る
際

の
安

全
性

の
向

上
が

図
ら

れ
る

。
ま

た
、

老
朽

箇
所

の
解

消
及
び
耐
津
波
性
能
の
強
化

に
よ
り

背
後
地
の
安
全
性
の
向
上

が
図
ら

れ
る
。

 
・
高

潮
対

策
に
よ
り
背
後
地
の

安
全
性

の
向

上
が
図
ら
れ
る
。

 

海
岸

管
理

に
お

け
る
 

配
慮

事
項
 ・

住
民
参

加
に
よ
る
海
岸
美
化

活
動
の

推
進
 

・
ア

ク
セ

ス
性
の
向
上
と
バ
リ

ア
フ
リ

ー
化

の
推
進
 

・
海

岸
利

用
者
へ
の
マ
ナ
ー
向

上
の
た

め
の

啓
発
活
動
 

・
海

岸
利

用
の
ル
ー
ル
づ
く
り

 
・
海

岸
保

全
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理

を
図

る
。
 

  

 【
現
況
写
真

】
 

    【
平
面
図
】
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位
 

置
 
図

 

・
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図

20
0
00
0
（
地
図
画
像
）
及
び
数
値
地
図

2
50
00
（
地
図
画
像
）
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
承
認
番
号
 
平

2
7
情
複
、
第

11
19

号
）

・
こ
の
地
図
を
さ
ら
に
複
製
す
る
場
合
は
、
国
土
地
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

海
岸
保
全

施
設
の

新
設
に

関
す
る
工

事
を
 

施
工
し
よ

う
と
す

る
区
域

 

既
設
の
海

岸
保
全

施
設
の

存
す
る
区

域
 

既
設
の
海

岸
保
全

施
設
の

改
良
に
関

す
る
 

工
事
を
施

工
し
よ

う
と
す

る
区
域
 

＜
凡
 
例

＞
 



区
域

番
号

：
3
1
 

 ゾ
ー

ン
名
 

西
宮

埋
立
部
ゾ
ー
ン

 
エ

リ
ア

特
性
 

環
境
創
造
・
活
性
化
エ
リ

ア
 

海
岸

名
 

尼
崎
西
宮
芦
屋

港
 

区
域
 

甲
子

園
浜

 

海
岸

タ
イ

プ
 

直
立
護
岸

 
所

管
 

国
土

交
通
省
（
港
湾
局
）

 

設
計

高
潮

位
(
H
.
H
.
W
.
L
) 

T.
P.

+
3.

6m
 

波
 

 
高

 
（

H
o

）
 

4.
8m

 

設
計

津
波

水
位
 

T.
P.

+
1.

4m
～

T.
P.

+
3.

1m
 

現
況

の
施

設
 

護
岸
、
陸
閘
 

海
岸

の
整

備
方

針
 ・

防
護
機

能
の
確
保
 

海 岸 の 目 標
 

海
岸

の
防

護
 ・

防
護
機

能
の
維
持
に
努
め
、

護
岸
の

改
良

・
補
強
等
を
行
う
。
 

環
境

の
整

備
と

保
全
 ・

海
岸
景

観
の
保
全
・
創
造
に

努
め
る

。
 

・
環

境
の

維
持
活
動
に
つ
い
て

、
地
域

の
協

力
や
住
民
の
参
加
を
促
進
す

る
。
 

公
衆

の
適

正
な

利
用
 ・

よ
り
多

く
の
人
が
安
全
に
利

用
で
き

る
海

岸
づ
く
り
を
進
め
る
。
 

整
備

の
必

要
性
 ・

海
岸

保
全

施
設

が
老

朽
化

し
て
い

る
た

め
、

高
潮

防
護

機
能

を
確

保
す

る
。

ま
た

、
南

海
ト

ラ
フ

地
震
に
対
す

る
耐
津
波
性
能
を
強
化
す
る
。
 

・
高

潮
に

対
す
る
防
護
機
能
を

確
保
す

る
た

め
、
海
岸
保
全
施
設
の
嵩
上

げ
等

を
行
う
。
 

整
備

計
画

の
概

要
 ・

護
岸
の

改
良
・
補
強
等
や
耐

津
波
性

能
の

強
化
を
行
う
。
 

 （
1）

整
備
海
岸
延

長
：
 

3,
25
0
ｍ
 

 （
2）

整
備
内
容
 

 
：
 
護
岸
 

住
民

意
見
 

―
 

期
待

さ
れ

る
効

果
 ・

老
朽
箇

所
の
解
消
及
び
耐
津

波
性
能

の
強

化
に
よ
り
背
後
地
の
安
全
性

の
向

上
が
図
ら
れ
る
。

 
・
高

潮
対

策
に
よ
り
背
後
地
の

安
全
性

の
向

上
が
図
ら
れ
る
。

 

海
岸

管
理

に
お

け
る
 

配
慮

事
項
 ・

住
民
参

加
に
よ
る
海
岸
美
化

活
動
の

推
進
 

・
ア

ク
セ

ス
性
の
向
上
と
バ
リ

ア
フ
リ

ー
化

の
推
進
 

・
海

岸
利

用
者
へ
の
マ
ナ
ー
向

上
の
た

め
の

啓
発
活
動
 

・
海

岸
利

用
の
ル
ー
ル
づ
く
り

（
特
に

海
岸

利
用
と
地
域
環
境
と
の
調
整

）
 

・
海

岸
保

全
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理

を
図

る
。
 

  

  【
現
況
写
真

】
 

    【
平
面
図
】
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海
岸
保
全

施
設
の

新
設
に
関
す
る

工
事
を

 
施
工
し
よ

う
と
す

る
区
域
 

既
設
の
海

岸
保
全

施
設
の
存
す
る

区
域

 

既
設
の
海

岸
保
全

施
設
の
改
良
に

関
す
る

 
工
事
を
施

工
し
よ

う
と
す
る
区
域

 

＜
凡
 
例

＞
 

イ
メ
ー
ジ
図

 

位
 
置
 

図
 

・
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図

20
0
00
0
（
地
図
画
像
）
及
び
数
値
地
図

2
50
00
（
地
図
画
像
）
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
承
認
番
号
 
平

2
7
情
複
、
第

11
19

号
）

・
こ
の
地
図
を
さ
ら
に
複
製
す
る
場
合
は
、
国
土
地
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 



区
域

番
号

：
3
2
 

 ゾ
ー

ン
名
 

西
宮

沿
岸
部
ゾ
ー
ン

 
エ

リ
ア

特
性
 

環
境
創
造
・
活
性
化
エ
リ

ア
 

海
岸

名
 

尼
崎
西
宮
芦
屋

港
 

区
域
 

鳴
尾
浜

 

海
岸

タ
イ

プ
 

直
立
護
岸

 
所

管
 

国
土

交
通
省
（
港
湾
局
）

 

設
計

高
潮

位
(
H
.
H
.
W
.
L
) 

T.
P.

+
3.

6m
 

波
 

 
高

 
（

H
o

）
 

4.
8m

 

設
計

津
波

水
位
 

T.
P.

+
1.

4m
～

T.
P.

+
3.

1m
 

現
況

の
施

設
  

護
岸
、

防
潮
堤
、
陸
閘
 

海
岸

の
整

備
方

針
 ・

防
護
機

能
の
確
保
 

海 岸 の 目 標
 

海
岸

の
防

護
 ・

防
護
機

能
の
維
持
に
努
め
、

護
岸
の

改
良

・
補
強
等
を
行
う
。
 

環
境

の
整

備
と

保
全
 ・

海
岸
景

観
の
保
全
・
創
造
に

努
め
る

。
 

・
環

境
の

維
持
活
動
に
つ
い
て

、
地
域

の
協

力
や
住
民
の
参
加
を
促
進
す

る
。
 

公
衆

の
適

正
な

利
用
 ・

よ
り
多

く
の
人
が
安
全
に
利

用
で
き

る
海

岸
づ
く
り
を
進
め
る
。
 

整
備

の
必

要
性
 ・

海
岸

保
全

施
設

の
老

朽
化

に
加

え
、

震
災

に
よ

る
損

傷
個

所
や

天
端

高
不

足
が

見
ら

れ
る

た
め

、
整

備
を

促
進

し
高

潮
防

護
機

能
を

確
保

す
る

。
ま

た
、

南
海

ト
ラ

フ
地

震
に

対
す

る
耐

震
性

、
耐
津
波
性

能
を
強
化
す
る
。
 

・
高

潮
に

対
す
る
防
護
機
能
を

確
保
す

る
た

め
、
海
岸
保
全
施
設
の
嵩
上

げ
等

を
行
う
。
 

整
備

計
画

の
概

要
 ・

護
岸
の

嵩
上
げ
や
、
改
良
・

補
強
等

、
耐

震
性
、
耐
津
波
性
能
の
強
化

を
行

う
。
 

 （
1）

整
備
海
岸
延

長
：
 

4,
65
0
ｍ
 

 （
2）

整
備
内
容
 

 
：
 
護
岸
 

住
民

意
見
 

―
 

期
待

さ
れ

る
効

果
 ・

老
朽

箇
所

・
損

傷
個

所
や

天
端
高

不
足

の
解

消
及

び
耐

震
性

、
耐

津
波

性
能

の
強

化
に

よ
り

背
後
地
の
安
全
性
の
向
上
が

図
ら
れ

る
。

 
・
高

潮
対

策
に
よ
り
背
後
地
の

安
全
性

の
向

上
が
図
ら
れ
る
。

 

海
岸

管
理

に
お

け
る
 

配
慮

事
項
 ・

住
民
参

加
に
よ
る
海
岸
美
化

活
動
の

推
進
 

・
海

岸
利

用
者
へ
の
マ
ナ
ー
向

上
の
た

め
の

啓
発
活
動
 

・
海

岸
利

用
の
ル
ー
ル
づ
く
り

 
・
海

岸
保

全
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理

を
図

る
。
 

  

  【
現
況
写
真

】
 

    【
平
面
図
】
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海
岸
保
全
施
設
の

新
設
に

関
す
る

工
事
を

 
施
工
し
よ
う
と
す

る
区
域

 

既
設
の
海
岸
保
全

施
設
の

存
す
る

区
域
 

既
設
の
海
岸
保
全

施
設
の

改
良
に

関
す
る

 
工
事
を
施
工
し
よ

う
と
す

る
区
域

 

＜
凡
 
例

＞
 

位
 

置
 
図

 

・
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図

20
0
00
0
（
地
図
画
像
）
及
び
数
値
地
図

2
50
00
（
地
図
画
像
）
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
承
認
番
号
 
平

2
7
情
複
、
第

11
19

号
）

・
こ
の
地
図
を
さ
ら
に
複
製
す
る
場
合
は
、
国
土
地
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 



区
域

番
号

：
3
3
 

 ゾ
ー

ン
名
 

尼
崎

運
河
部
ゾ
ー
ン

 
エ

リ
ア

特
性
 

環
境
創
造
・
活
性
化
エ
リ

ア
 

海
岸

名
 

尼
崎
西
宮
芦
屋

港
 

区
域
 

東
堀

運
河

 

海
岸

タ
イ

プ
 

直
立
護
岸

 
所

管
 

国
土

交
通
省
（
港
湾
局
）

 

設
計

高
潮

位
(
H
.
H
.
W
.
L
) 

T.
P.

+
0.

6m
 

波
 

 
高

 
（

H
o

）
 

0.
5m

 

設
計

津
波

水
位
 

T.
P.

+
1.

4m
～

T.
P.

+
3.

1m
 

現
況

の
施

設
  

護
岸
 

海
岸

の
整

備
方

針
 ・

防
護
機

能
の
確
保
・
親
水
性

の
向
上

と
海

岸
利
用
の
促
進
 

海 岸 の 目 標
 

海
岸

の
防

護
 ・

防
護
機

能
の
維
持
に
努
め
、

護
岸
の

改
良

・
補
強
等
を
行
う
。
 

環
境

の
整

備
と

保
全
 ・
「

尼
崎

2
1
世
紀
の
森
構
想
」

と
連
携

し
、

良
好
な
海
岸
景
観
の
創
造
に

努
め

る
。
 

・
環

境
の

維
持
活
動
に
つ
い
て

、
地
域

の
協

力
や
住
民
の
参
加
を
促
進
す

る
。
 

公
衆

の
適

正
な

利
用
 ・

地
域
住

民
に
親
し
ま
れ
る
水

辺
空
間

の
創

出
を
図
る
。
 

・
よ

り
多

く
の
人
が
安
全
に
利

用
で
き

る
海

岸
づ
く
り
を
進
め
る
。
 

整
備

の
必

要
性
 ・

海
岸
保

全
施
設
が
老
朽
化
し

て
い
る

た
め

、
高
潮
防
護
機
能
を
確
保
す

る
。
 

・
老

朽
化

し
て
い
る
海
岸
保
全

施
設
の

改
修

を
行
う
。
 

整
備

計
画

の
概

要
 ・

護
岸
の

改
良
・
補
強
等
に
よ

り
防
護

機
能

を
確
保
す
る
。
 

 （
1）

整
備
海
岸
延

長
：
 

1,
40
0
ｍ
 

 （
2）

整
備
内
容
 

 
：
 
護
岸
 

住
民

意
見
 

―
 

期
待

さ
れ

る
効

果
 ・

老
朽
箇

所
の
解
消
に
よ
り
背

後
地
の

安
全

性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

 

海
岸

管
理

に
お

け
る
 

配
慮

事
項
 ・

地
域
の

行
事
や
活
動
な
ど
に

利
用
で

き
る

海
岸
づ
く
り
 

・
住

民
参

加
に
よ
る
海
岸
美
化

活
動
の

推
進
 

・
ア

ク
セ

ス
性
の
向
上
と
バ
リ

ア
フ
リ

ー
化

の
推
進
 

・
海

岸
利

用
者
へ
の
マ
ナ
ー
向

上
の
た

め
の

啓
発
活
動
 
 
 

・
海

岸
利

用
の
ル
ー
ル
づ
く
り

 
・
海

岸
保

全
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理

を
図

る
。
 

  

  【
現
況
写
真

】
 

    【
平
面
図
】
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海
岸
保
全

施
設
の
新
設
に

関
す
る

工
事
を

 
施
工
し
よ

う
と
す
る
区
域

 

既
設
の
海

岸
保
全
施
設
の

存
す
る

区
域

 

既
設
の
海

岸
保
全
施
設
の

改
良
に

関
す
る

 
工
事
を
施

工
し
よ
う
と
す

る
区
域

 

＜
凡

 
例
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位
 

置
 
図

 

イ
メ
ー
ジ
図

 

・
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図

2
00
00
0（

地
図
画
像
）
及
び
数
値
地
図

25
00
0（

地
図
画
像
）
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
承
認
番
号
 
平

2
7
情
複
、
第

11
19

号
）

・
こ
の
地
図
を
さ
ら
に
複
製
す
る
場
合
は
、
国
土
地
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 


